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■

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
す
る
抗
議
の
第
一
声

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
今
年
四
月
五
日
の
夜
に
放
送
し

た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

シ
リ
ー
ズ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
・
第
一
回
『
ア
ジ
ア
の
一

等
国
』」
を
め
ぐ
り
、
八
ヵ
月
を
過
ぎ
た
今

で
も
各
地
で
抗
議
活
動
が
続
い
て
い
る
。

裁
判
も
起
こ
さ
れ
た
。
原
告
数
は
第
一
次

の
八
千
三
百
八
十
九
人
で
す
で
に
薬
害
ス
モ

ン
訴
訟
や
第
四
次
厚
木
基
地
騒
音
訴
訟
の
七

千
人
を
突
破
し
、
日
本
の
裁
判
史
上
最
大
と

な
っ
て
い
る
。
第
二
次
原
告
と
合
わ
せ
る
と

一
万
三
百
五
十
五
人
に
も
及
ん
で
い
る
。

第
一
次
訴
訟
は
六
月
二
十
五
日
、
原
告
一

人
当
た
り
一
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
東

京
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
、
第
二
次
訴
訟
は

パ
イ
ワ
ン
族
三
十
七
人
を
含
む
千
九
百
四
十

六
人
が
提
訴
し
た
。
番
組
出
演
者
の
高
許
月

妹
氏
と
通
訳
の
陳
清
福
氏
は
各
三
百
万
円
、

パ
イ
ワ
ン
族
の
方
三
十
五
人
は
一
人
当
た
り

三
万
円
、
そ
し
て
千
九
百
九
人
は
一
人
当
た

り
一
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
。

日
本
人
も
、
番
組
に
出
演
し
た
台
湾
人

も
、
未
だ
に
怒
り
は
納
ま
ら
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
人
々
を
怒
ら
せ
続
け

る
の
か
、
本
会
活
動
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

そ
も
そ
も
こ
の
番
組
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回
で
、
今

年
か
ら
三
年
間
、「
戦
争
と
平
和
の
百
五
十

年
」
を
テ
ー
マ
に
放
送
す
る
。

「
ア
ジ
ア
の
〝
一
等
国
〟」
は
、
明
治
二
十

八
年
の
領
台
当
初
か
ら
昭
和
二
十
年
の
終
戦

ま
で
の
五
十
年
間
、
日
本
が
い
か
に
台
湾
人

を
差
別
し
弾
圧
し
た
か
を
延
々
と
描
い
た
。

領
台
当
初
は
住
民
の
抵
抗
を
武
力
で
抑
え
つ

け
、
こ
れ
を
「
日
台
戦
争
」
と
称
し
、
日
英

博
覧
会
で
は
パ
イ
ワ
ン
族
を「
人
間
動
物
園
」

と
し
て
〝
展
示
〟
し
、「
皇
民
化
運
動
」
で

は
宗
教
を
弾
圧
し
て
改
姓
名
や
神
社
参
拝
を

強
制
、
果
て
は
二
十
一
万
人
の
台
湾
人
を
戦

場
に
動
員
し
た
─
─
だ
か
ら
「
親
日
的
と
も

言
わ
れ
る
台
湾
に
、
今
も
残
る
日
本
統
治
の

深
い
傷
」
を
描
い
た
の
だ
と
い
う
。

放
送
法
改
正
推
進
本
部

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
」問
題
と
本
会
の
対
応

【
特
集
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
問
題

ＮＨＫ第二次集団訴訟の記者会見
（10月6日、司法記者クラブ）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
体
の
日
は
遠
く
な
い
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翌
日
か
ら
、
本
会
事
務
局
に
は
番
組
を
観

た
方
か
ら
次
々
に
「
実
に
ひ
ど
い
番
組
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
本
会
理
事
数
人

か
ら
も
「
日
本
李
登
輝
友
の
会
と
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
抗
議
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
さ
れ
た
。

確
か
に
、
番
組
で
放
送
さ
れ
た
台
湾
の
日
本

語
世
代
の
発
言
は
私
ど
も
が
知
る
人
々
の
常

日
頃
の
発
言
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、

反
日
的
と
思
わ
れ
る
発
言
だ
け
を
取
り
上
げ

た
印
象
は
拭
え
な
か
っ
た
。
光
と
影
の
影
の

み
を
強
調
し
た
印
象
は
否
め
ず
、
日
台
離
間

を
企
図
し
て
い
る
の
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
内

容
で
も
あ
っ
た
。

本
会
の
小
田
村
四
郎
会
長
も
同
様
の
感
想

を
抱
き
、
そ
こ
で
四
月
九
日
、
副
会
長
五
名

（
石
井
公
一
郎
、
岡
崎
久
彦
、
加
瀬
英
明
、

田
久
保
忠
衛
、
中
西
輝
政
）
と
の
連
名
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
福
地
茂
雄
会
長
宛
に
「
日
本
が
一

方
的
に
台
湾
人
を
弾
圧
し
た
と
す
る
よ
う
な

史
観
で
番
組
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
公
共
放

送
と
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
す

る
抗
議
声
明
を
し
た
た
め
た
。
翌
十
日
、
そ

れ
を
柚
原
正
敬
事
務
局
長
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
直
接

手
交
し
て
き
た
。
口
頭
で
は
あ
っ
た
が
、
番

組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
濱
崎
憲
一
氏
へ
の
面
談

も
要
求
し
た
。

小
田
村
会
長
が
副
会
長
と
の
連
名
で
文
書

を
作
成
し
た
の
は
創
立
後
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
憂
い
の
深
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
。
こ
の
本
会
の
抗
議
声
明
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

へ
の
抗
議
の
火
蓋
を
切
る
形
と
な
っ
た
。

■

チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
が
総
力
特
集

こ
の
間
も
、
本
会
に
は
続
々
と
番
組
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
日
台
共
栄
」
で
紹
介
し
続
け
た
。
チ
ャ
ン

ネ
ル
桜
も
四
月
十
三
日
か
ら
総
力
特
集
を
組

ん
で
放
送
を
開
始
し
た
。
そ
の
直
後
に
台
湾

取
材
を
敢
行
し
、
そ
の
後
も
何
度
か
台
湾
に

飛
ん
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
方
法
を
明
ら
か
に

す
る
発
言
を
次
々
と
紹
介
し
て
き
て
い
る
。

本
会
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
当
該
番
組
責
任
者
か
ら

回
答
が
届
い
た
の
は
四
月
十
五
日
だ
っ
た
。

当
方
が
指
摘
し
た
よ
う
な
番
組
の
趣
旨
で
は

な
い
し
、
多
数
の
視
聴
者
の
支
持
を
得
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
自
己
弁
護
に
終
始

す
る
そ
の
内
容
に
落
胆
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
翌
十
六
日
発
売
の
「
週
刊
新
潮
」
が

巻
頭
で
「
歴
史
歪
曲
と
『
台
湾
人
』
も
激
怒

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
超
偏
向
』
番
組
」
と
題
し
て

特
集
し
、
金
美
齢
氏
や
櫻
井
よ
し
こ
氏
を
は

じ
め
、
番
組
に
出
演
し
た
柯か

徳と
く

三ぞ
う

氏
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
も
掲
載
し
た
。
電
車
の
中
刷
り
で

も
広
告
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
「
週
刊
新
潮
」

の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
同
じ
号
で
、
高

山
正
之
氏
が
連
載
中
の
「
変
見
自
在
」
で
、

「
日
本
人
を
故
意
に
貶お
と
し
め
る
た
め
に
、
そ
の

6月27日のＮＨＫ「ＪＡＰＡＮデビュー」に抗議する国民大行
動・第4弾（主催は草莽全国地方議員の会、「ＮＨＫ『ＪＡＰＡ
Ｎデビュー』」を考える国民の会、日本李登輝友の会、台湾研
究フォーラム、在日台湾同郷会、台湾団結連盟日本支部、メル
マガ「台湾の声」、ＮＨＫ報道を考へる会、誇りある日本をつ
くる会、昭和史研究所、日本世論の会、日本会議東京都本部、
日本文化チャンネル桜二千人委員会有志の会、新しい歴史教科
書をつくる会東京支部・三多摩支部）
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受
信
料
を
つ
ぎ
込
ん
で
嘘
を
拵こ
し
らえ
た
」
と
喝

破
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
政
界
に
も
波
及
し
は

じ
め
、
自
民
党
の
「
日
本
の
前
途
と
歴
史
教

育
を
考
え
る
議
員
の
会
」（
会
長
・
中な
か

山や
ま

成な
り

彬あ
き

元
文
科
相
）
が
問
題
視
し
、
町
村
派
総
会

に
お
い
て
は
安
倍
晋
三
元
首
相
な
ど
か
ら
批

判
が
続
出
し
た
。
そ
し
て
「
日
本
の
前
途
と

歴
史
教
育
を
考
え
る
議
員
の
会
」
は
四
月
二

十
八
日
に
公
開
質
問
状
を
送
る
。
だ
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
言
い
訳
ば
か
り
の
回
答
が
届
く
。

そ
こ
で
改
め
て
六
月
三
日
に
質
問
状
を
呈
し

た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
回
答
に
は
一
片
の
釈

明
も
な
く
、
あ
の
番
組
の
ど
こ
が
い
け
な
い

の
か
と
開
き
直
る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

ま
た
『
台
湾
論
』
の
著
作
も
あ
る
漫
画
家

の
小
林
よ
し
の
り
氏
も
、
四
月
二
十
二
日
に

発
売
さ
れ
た
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
」
誌
で
、
番
組

を
見
て
激
怒
し
た
と
し
て
「
李
登
輝
も
金
美

齢
も
蔡
焜
燦
も
林
建
良
も
黄
文
雄
も
全
員
、

嘘
を
言
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
、
連
載
中
の

「
天
皇
論
」
の
欄
外
で
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た

こ
と
も
未
だ
記
憶
に
新
し
い
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
ま
ま
抗
議
を
続
け

て
も
押
し
問
答
に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
、

小
田
村
会
長
は
四
月
二
十
四
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

共
催
し
て
番
組
を
検
証
す
る
公
開
討
論
会
を

開
こ
う
と
福
地
会
長
宛
に
要
請
し
た
。
こ
の

要
請
も
副
会
長
と
の
連
名
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
四
月
三
十
日
に
届
い
た
回
答

は
、
偏
向
し
て
い
た
り
、
事
実
関
係
に
間
違

い
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
番
組
検

証
の
公
開
討
論
会
は
必
要
な
い
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
な
ぜ
多
方
面
か
ら
非
難
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
す
る
反
省
は
微
塵

も
な
い
。

四
月
三
十
日
に
は
本
会
宮
城
県
支
部
と
宮

城
県
日
台
親
善
協
会
が
連
名
で
抗
議
文
を
送

っ
た
が
、
回
答
は
こ
れ
ま
で
本
部
に
届
い
た

内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

■

オ
ピ
ニ
オ
ン
誌
も
批
判
記
事

四
月
末
発
売
の
月
刊
誌
「
Ｗ
i
Ｌ
Ｌ
」
や

「
正
論
」
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
渡
部

昇
一
・
上
智
大
学
名
誉
教
授
は
「
新
放
送
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
機
軸
に
番
組
内
容
を
検
証

し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
河か
わ

添そ
え

恵け
い

子こ

氏
は
旧
知
の
柯
徳
三
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
じ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ど
の
よ
う
な
取
材
を
し

た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

産
経
新
聞
は
本
会
の
抗
議
声
明
を
報
道
し

て
以
来
、
こ
の
問
題
を
社
説
の
「
主
張
」
な

ど
で
も
伝
え
て
き
て
い
た
が
、
五
月
三
日
付

で
「
台
湾
民
族
と
漢
民
族
」「
日
台
戦
争
」

「
人
間
動
物
園
」
な
ど
に
つ
い
て
、
柯
徳
三

氏
を
は
じ
め
関
係
者
に
取
材
し
た
検
証
記
事

を
掲
載
し
た
。
こ
の
中
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
四

月
末
ま
で
に
二
千
五
百
件
を
超
え
る
声
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
「
多
く
が
『
一
方
的
だ
』
と

い
う
意
見
」
だ
っ
た
」
こ
と
が
初
め
て
明
か

さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
い
か
に
も
多

く
の
視
聴
者
が
支
持
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

偽
装
し
て
「
回
答
」
し
て
い
た
か
判
明
し

た
。
こ
の
日
は
第
二
回
目
の
「
天
皇
と
憲

法
」
が
放
送
さ
れ
る
日
だ
っ
た
。

ま
た
五
月
初
旬
に
は
、
西
村
幸
祐
氏
が
責

任
編
集
す
る
「
撃
論
ム
ッ
ク
」
が
こ
の
問
題

を
取
り
上
げ
、
西
村
氏
や
小
林
よ
し
の
り
氏

が
批
判
し
た
。「
撃
論
ム
ッ
ク
」
は
そ
の
後
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も
六
月
下
旬
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
正
体
」
と
題
し

て
こ
の
問
題
を
特
集
、
安
倍
元
首
相
な
ど
多

数
の
執
筆
者
が
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

■

抗
議
の
国
民
大
行
動

こ
の
よ
う
な
世
論
の
高
ま
り
を
受
け
て
企

画
さ
れ
た
の
が
、
五
月
十
六
日
に
第
一
回
目

が
行
わ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ

ュ
ー
』
に
抗
議
す
る
国
民
大
行
動
」
だ
。

午
前
十
一
時
か
ら
東
京
・
渋
谷
の
ハ
チ
公

前
で
街
宣
活
動
を
行
い
、
午
後
二
時
か
ら
の

リ
レ
ー
ト
ー
ク
集
会
で
は
水
島
氏
が
司
会

し
、
小
田
村
四
郎
、
渡
部
昇
一
、
田
久
保
忠

衛
、
田
母
神
俊
雄
、
黄
文
雄
、
中
村
粲
、
永

山
英
樹
、
佐
藤
守
、
井
上
和
彦
、
林
建
良
、

西
村
幸
祐
、
三
輪
和
雄
、
柚
原
正
敬
、
河
添

恵
子
の
各
氏
が
登
壇
し
た
。
四
時
半
か
ら
始

ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
す
る
抗
議
デ
モ
に
は
千

三
百
人
も
の
老
若
男
女
が
駆
け
つ
け
、
宮
下

公
園
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
捏
造
偏

向
放
送
を
や
め
ろ
！
」「
日
本
と
台
湾
を
分

断
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
許
さ
な
い
ぞ
！
」
な
ど
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
訴
え
た
。

こ
の
日
の
デ
モ
行
動
は
東
京
だ
け
で
な

く
、
青
森
、
豊
橋
、
名
古
屋
、
福
岡
、
台
北

で
も
同
時
に
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
糾
弾
の
動
き

は
確
実
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
五
月
十
八
日
、
産
経
新
聞
に
有
識

者
百
五
十
人
以
上
が
名
を
連
ね
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
罪
」
を
訴
え
る
迫
力
満
点
の
全
面
意
見

広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
意
見
広
告
は
二
つ
の

要
求
と
一
つ
の
提
案
を
掲
げ
て
い
る
。
一
つ

は
、
訂
正
放
送
を
実
行
し
シ
リ
ー
ズ
の
制
作

と
放
送
の
中
止
、
二
つ
目
は
、
全
視
聴
者
へ

の
謝
罪
と
関
係
者
全
員
の
辞
任
、
提
案
は
、

放
送
法
改
正
に
よ
る
自
由
契
約
と
受
信
料
不

払
い
の
実
現
だ
。

■

放
送
法
改
正
の
署
名
活
動

意
見
広
告
の
放
送
法
改
正
の
提
案
は
本
会

の
意
向
を
反
映
し
た
形
だ
が
、
小
田
村
四
郎

会
長
は
副
会
長
と
の
連
名
で
五
月
八
日
に
発

表
し
た
「
声
明
」
で
、
現
行
の
強
制
加
入
を

改
め
、
自
由
契
約
化
を
求
め
る
放
送
法
改
正

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
本
会
に
永
山
英
樹
理
事
を
本
部

長
と
し
て
放
送
法
改
正
推
進
本
部
を
設
置
、

五
月
二
十
三
日
か
ら
放
送
法
改
正
の
署
名
活

動
を
開
始
し
、
第
一
期
（
七
月
三
十
一
日
ま

で
）、
第
二
期
（
十
月
三
十
日
ま
で
）
と
行

い
、
約
一
万
二
千
人
の
賛
同
署
名
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
第
三
期
は
十
一
月
十
九
日
よ
り

来
年
の
二
月
二
十
八
日
と
し
て
展
開
中
だ
。

■

台
湾
か
ら
も
次
々
と
抗
議
の
声

「
国
民
大
行
動
」
は
こ
れ
ま
で
断
続
的
に

第
六
弾
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
五
月
三
十

日
に
行
わ
れ
た
第
二
弾
に
は
や
は
り
千
三
百

人
ほ
ど
が
参
加
し
、
こ
の
時
は
ワ
シ
ン
ト
ン

か
ら
帰
国
し
て
い
た
産
経
新
聞
の
古
森
義
久

記
者
も
加
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
第
二
弾
で
特
筆
す
べ
き
は
、
デ
モ
解

散
後
、
松
浦
芳
子
・
草
莽
全
国
地
方
議
員
の

会
代
表
な
ど
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
抗
議
文
を
手
渡
す

た
め
構
内
に
入
っ
た
の
に
続
い
て
、
決
議
文

を
手
渡
そ
う
と
緑
の
風
船
を
掲
げ
た
デ
モ
参

加
者
五
、
六
十
人
が
構
内
に
入
り
、
ス
タ
ジ

オ
パ
ー
ク
に
も
二
、
三
十
人
が
入
っ
た
こ
と

だ
。
ま
た
、
そ
の
後
も
多
く
の
人
が
残
り
、
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
望
む
「
代
々
木
公
園
け
や
き
並
木

中
央
」
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
解
体
」
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
延
々
と
続
け
、
今
後
に
つ
な
が

る
力
強
い
光
景
を
見
せ
た
こ
と
だ
。

六
月
十
一
日
に
は
、
安
倍
元
首
相
ら
四
氏

が
発
起
人
と
な
っ
て
自
民
党
内
に
「
公
共
放

送
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
議
員
の
会
」

（
古ふ
る

屋や

圭け
い

司じ

会
長
）
が
設
立
さ
れ
、
民
間
の

動
き
と
連
動
し
始
め
た
。

こ
の
追
い
風
を
受
け
て
六
月
二
十
日
に
国

民
大
行
動
第
三
弾
を
行
い
、
同
月
二
十
七
日

に
は
第
四
弾
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
罪
」
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
、
山
手
線
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る

と
い
う
新
し
い
形
の
デ
モ
を
行
っ
た
。
こ
の

街
頭
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の

水
島
代
表
が
考
え
出
し
た
も
の
で
、
七
月
二

日
発
売
の
「
週
刊
新
潮
」
が
グ
ラ
ビ
ア
二
ペ

ー
ジ
を
使
っ
て
こ
の
デ
モ
を
取
り
上
げ
、

「
台
湾
を
巡
る
〝
暑
い
夏
〟
は
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
た
。

ま
さ
に
暑
い
夏
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

台
湾
に
お
い
て
も
日
本
語
世
代
を
中
心
に
抗

議
の
声
が
澎ほ
う

湃は
い

と
し
て
沸
き
起
こ
っ
た
。
ま

ず
「
美
し
く
正
し
い
日
本
語
を
台
湾
に
残
そ

う
」
と
し
て
い
る
友
愛
グ
ル
ー
プ
の
有
志
八

十
名
が
六
月
二
十
日
付
で
訂
正
を
要
望
す
る

抗
議
文
を
提
出
し
、
番
組
出
演
者
の
パ
イ
ワ

ン
族
の
方
々
も
六
月
二
十
一
日
付
で
公
開
質

問
状
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
番
組
出
演

者
の
柯
徳
三
氏
な
ど
六
名
も
「
抗
議
と
訂
正

を
求
め
る
文
書
」
を
提
出
し
、
台
湾
で
短
歌

を
詠
み
続
け
る
台
湾
歌
壇
の
有
志
六
十
名
も

七
月
十
五
日
付
で
、
台
湾
少
年
工
出
身
者
で

つ
く
る
台
湾
高
座
台
日
交
流
協
会
も
八
月
十

五
日
付
で
同
様
の
抗
議
文
を
送
っ
た
。

七
月
八
日
に
は
千
葉
県
議
会
が
、
当
該
番

組
は
放
送
法
違
反
の
疑
い
が
濃
厚
だ
と
し
て

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
偏
向
報
道
に
関
す
る
調
査
と
行

政
指
導
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
た
。

東
京
で
は
七
月
二
十
日
に
国
民
大
行
動
の

第
五
弾
が
行
わ
れ
、
八
月
一
日
に
は
横
浜
で

も
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
に
も
、
札

幌
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
大
阪
、
岡
山
、
高

松
、
松
山
、
熊
本
、
そ
し
て
七
月
三
十
日
に

は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
抗
議
活

動
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
デ
モ
で
は
な
い
が

七
月
四
日
か
ら
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
罪
」
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
用
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
周
辺
の
掃
除
、

散
策
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
活
動
も
行
わ
れ
、

秋
口
ま
で
毎
週
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

七
月
二
十
四
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
』」
を
考
え
る
国
民
の
会
、
草

莽
全
国
地
方
議
員
の
会
、
台
湾
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
本
会
は
、
四
十
六
の
質
問
と
と
も
に

改
め
て
公
開
討
論
会
を
要
請
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
八
月
三
日
付
で
届
い
た
回
答
に
は
番
組

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
説
明
し
て
い
る
か
ら
と

回
答
を
拒
絶
、
公
開
討
論
会
も
開
く
つ
も
り

は
な
い
と
断
っ
て
き
た
。
答
え
ら
れ
な
い
の

で
逃
げ
た
と
い
う
印
象
の
み
強
く
残
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
衆
議
院
選
挙
を
控

え
選
挙
ム
ー
ド
に
入
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

台
湾
か
ら
パ
イ
ワ
ン
族
の
代
表
と
し
て
医
師

の
サ
ル
ガ
イ
・
チ
ャ
パ
ヤ
ル
（
李
文
来
）
氏

を
台
湾
か
ら
招
い
て
、
豊
島
公
会
堂
で
開
い

た
の
が
八
月
十
二
日
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
を
考

え
る
日
台
国
民
大
集
会
」
だ
。

折
し
も
台
湾
は
台
風
八
号
に
よ
る
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
。
選
挙
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
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本
会
の
八
月
の
活
動
は
義
捐
金
募
集
が
中
心

と
な
り
、
渋
谷
の
ハ
チ
公
前
な
ど
で
街
頭
募

金
活
動
を
行
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
に
一
緒

に
取
り
組
ん
で
き
た
方
々
に
手
伝
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
く
、
こ
れ
も
活

動
成
果
の
一
つ
だ
っ
た
。

■

暴
露
さ
れ
た
隠
蔽
工
作

八
月
末
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の
取
材
班
と
と

も
に
原
告
弁
護
団
の
弁
護
士
が
屏
東
の
高
士

村
ま
で
行
っ
て
聞
き
取
り
調
査
す
る
な
ど
、

再
び
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
。

九
月
に
入
っ
て
李
登
輝
元
総
統
が
来
日
、

九
日
に
熊
本
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
問
題
に
関
す
る
質
問
に
「
制
作
者
自
体

に
非
常
に
問
題
が
あ
る
」
と
し
て
、
二
十
年

前
に
起
き
た
「
朝
日
サ
ン
ゴ
事
件
」
を
引
き

合
い
に
、
そ
の
捏
造
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
台

湾
の
日
本
統
治
時
代
の
歴
史
を
よ
く
知
る
元

首
経
験
者
で
あ
る
李
氏
の
見
解
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
追
及
す
る
上

で
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
問
題
を
ほ
と
ん
ど
報
道
し

て
こ
な
か
っ
た
朝
日
新
聞
だ
っ
た
が
、
九
月

十
六
日
付
の
記
事
で
「
取
材
趣
旨
の
説
明
は

な
く
、
突
然
来
て
父
親
の
写
真
を
見
せ
ら
れ

た
だ
け
」
と
い
う
高
許
月
妹
さ
ん
の
発
言
を

紹
介
し
た
。
こ
れ
は
事
前
説
明
し
た
と
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
見
解
と
異
な
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜

の
取
材
と
も
符
合
し
て
い
た
。
こ
の
朝
日
新

聞
の
記
事
は
、
我
々
の
抗
議
活
動
の
正
当
性

を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
追
い
風
を
受
け
、
東
京
で
は

九
月
十
九
日
に
第
六
弾
目
の
国
民
大
行
動
を

行
い
、
こ
の
前
後
に
高
松
、
京
都
、
岡
山
、

札
幌
で
も
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

十
月
に
入
る
と
、
五
日
に
台
湾
か
ら
華
阿

財
氏
（
元
牡
丹
郷
郷
長
）
や
李
新
輝
氏
（
元

春
日
郷
郷
長
）
な
ど
パ
イ
ワ
ン
族
の
代
表
団

四
名
が
来
日
、
翌
六
日
に
集
団
提
訴
後
、
司

法
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
に
臨
み
、
そ
の

夜
は
交
流
会
に
参
加
し
て
い
る
。

折
し
も
十
月
六
日
付
の
産
経
新
聞
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
番
組
出
演
者
に
手
書
き
で
示
し
た
文

書
の
写
真
を
掲
載
し
、
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
ら
が
出
演
し
た
台
湾
人
ら
に
抗
議
を
取
り

下
げ
る
よ
う
持
ち
か
け
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
本
会
な
ど
が
七
月
二

十
四
日
付
で
出
し
た
質
問
状
を
裏
付
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
井
上
和

彦
氏
も
、
十
月
二
十
一
日
発
売
の
「
Ｓ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｏ
」
誌
で
こ
の
隠
蔽
工
作
を
暴
露
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
そ
れ
ま
で
「
問
題
を
不
問
に
付

す
よ
う
な
要
求
や
要
請
を
行
っ
た
こ
と
は
な

い
」
と
強
弁
し
て
い
た
が
、「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｏ
」
誌
発
売
日
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、

日
向
英
実
・
放
送
総
局
長
は
隠
蔽
工
作
が
事

実
だ
っ
た
こ
と
を
し
ぶ
し
ぶ
認
め
、
放
送
法

に
抵
触
し
か
ね
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
欺
瞞
性
が
白

日
の
下
に
さ
ら
け
出
さ
れ
た
。

十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

桜
二
千
人
委
員
会
有
志
の
会
は
、
一
日
、
三

日
、
七
日
、
二
十
二
日
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
で
抗
議

の
街
宣
行
動
を
行
い
、
十
五
日
に
は
大
阪
で

も
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
、
抗
議
行
動
は
な
お

も
各
地
で
力
強
く
継
続
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
裁
判
の
場
で
ヤ
ラ
セ
や
捏
造
の

実
態
が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
。「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
体
」
の
日
は
決
し
て
遠
く
な
い
。


